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令和３年１０月号

嵯峨 憲司

＃メルフィスの小窓
＃キッズサポートにじいろ で検索！

自分への振り返りとして

①目の前にいる子どもの5年後・10年後・20年後を思い浮かべながら今に向き合う。

②可能性を広げ、選択肢を増やし、自己選択・自己決定に繋げる。

③自分を知り、自分を認める。

上記の事は、私が子どもたちと関わる中で大切にしている指針の中の一部です。
様々な場面で言い続けており、職員の中には聞き飽きてしまった人もいるかもしれませんが、自分自身に言
い聞かせる意味も込めて言い続けています（笑）。
という事で、今回は自分自身の振り返りも含めての文章です。

①、子どもの計画書や活動を考える時に大切にしている事になります。私たちが活動や計画書を考える時の
手順として、どうしても今の課題や苦手な事からスタートをしてしまいがちです。しかし、それではマイナスか
らのスタートになってしまい、苦手な事ばかりに向き合う事になります。そうではなく、将来の姿をイメージする
事で、その姿に向かって得意な事を活かして行ける様に支援を組み立てています。

②、大人になった時に自分の人生を自分で決めて行く為に、自己選択・自己決定の手段や方法をその子が
実行しやすいやり方を一緒に考えています。その子の将来の可能性や選択肢の幅を広げる事で、選べる環
境を作った上で選んでもらいたいと考えています。人によっては、選択・決定を一人でする事が難しい場合も
あると思います。その時には、よりサポートが受けられやすい環境作りや手段も身に付けて行ける様に支援を
します。

③、自分の事は分かっている様で分からない事だらけです。場合によっては自分自身の事が一番わからな
いという事もあるでしょう。子どもたちには、自分の得意な事・好きな事・興味がある事、苦手な事、嫌いな事
…様々な事を知ってもらいたいと考えています。その上で、どんな自分でも認めて欲しいです。その為にも、
私自身が子どもたちの今の姿を認めて行きながら「それでも良いよ」「そのままでも良いよ」というメッセージを
発信したいと考えています。今を認める所からスタートをして、その上で得意な事を活かしながらどの様に成
長をして行けば良いのかを考えて行きます。

面談という短い時間の中では伝えきれない事もたくさんあります。それでも、私たちが子どもをどの様な視
点で見ていて、何を目指して行っているのかを共有する場として大切にしています。
年2回の定期面談となっていますが、皆様のご希望があればこの期間以外にも面談を組む事が出来るので、
何か気になる事や確認をしたい事などあればお気軽にお声がけ下さい。



キッズサポートにじいろ 活動報告

教 材 紹 介 【ねらい】

１０になる組み合わせをゲーム感覚で覚えるこ

とが出来ます。

【やり方】

①青いカードを子どもが持ち、緑のカードを職

員が持ちます。

②子どもが1枚のカードを出します。その数と足

したら全部で10になる数を職員がそのカードの

隣に並べます。

③１から９までの数字で１０のまとまりが作れ

たら子どもといっしょに合わせた数がどれも１

０になることを確認します。

④慣れてきたら職員と子どもの役割を交換し瞬

発的に対になる数字が出るように繰り返し行っ

ていきます。

にじいろ狭山活動紹介

にじいろ入間活動紹介

9月20日はにじいろ室内でのブドウ狩り体験を行いました。ぶどう棚の準備から子供たちと一緒に行
い、にじいろ入間とzoomでつないで画面越しに対話をしながら模擬ブドウ狩りを楽しみました。
9月23日はバイオリンzoom音楽会を行いました。プロのバイオリニストの酒井先生の演奏でパプリカ
や紅蓮華、山の音楽家などの曲を楽しみました。

9月は、にじいろ狭山と合同で行なう祝日プログラムが2回あり、
大変盛り上がりました。インスタグラムでも紹介していますので、
是非ご覧下さい。
外遊びでは、公園ではトンボやバッタをたくさん捕まえました。

夏に捕まえたカブトムシは卵を産んだので、子どもと職員が協力し
て、大切に育てている最中です。来年には、成虫になった
カブトムシに会えるはず。今からとっても楽しみです！


